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がん化学療法レジメン管理マニュアル

安藤雄一
名大病院教授・化学療法部

　全国の病院で外来化学療法室が稼
働し，エビデンスに基づいた治療レ
ジメンが登録され，横断的なキャン
サーボードやカンファレンスが開か
れるようになった．分子標的治療薬
によりがん薬物療法の治療成績が向
上し，治療適応の判断から副作用マ
ネジメント，患者や家族の心のケア
に至るまで，専門的な知識と豊富な
経験を持つ専門家（プロフェッショ
ナル）の存在はもはや不可欠になっ
ている．薬剤師の職域は日々の処方
監査と疑義照会からはじまり，服薬
指導，抗がん薬の調剤，レジメンの
管理へと広がった．さらに診療現場
やカンファレンスでは医師や他職種
と意見を交えながらチーム医療に積
極的に参加する薬剤師も増えてきた．
　一方で，がん薬物療法という共通
の目的のために多職種がそれぞれの
専門性を発揮するのがチーム医療の
本質であり，ただ役割分担を決めて
作業すればよいというものではない．
評者は常日ごろより，薬剤師の方々
は薬剤の適正使用から科学的な整合

性の吟味，臓器障害や併存症を持つ
患者の用量や薬剤選択，薬物相互作
用の可能性など他職種とは異なる独
自の視点を大切にして欲しいと思っ
ている．刻々と変化するがん薬物療
法を取り巻く状況を踏まえると，こ
のたび本書が上梓されたのは時流な
のであろうか．
　本書は乳がん，肺がんなど臓器ご
との各章から構成されており，それ
ぞれの代表的な標準レジメンについ
てその内容から，処方監査のポイン
ト，減量・中止基準，調剤のノウハ
ウ，投与時の注意点，副作用マネジ
メントまで，多くの表を用いてよく
まとめられている．しかし，ここま
での内容であれば，既に優れた類書
も多い中，本書には比較的よくでき
たマニュアル本としての価値しかな
かったかもしれない．
　特筆すべき点は，やはり各項目の
末尾に設けられた「薬学的ケアのポ
イント」であろう．それぞれのレジ
メンによる治療を受けた“CASE”
について，担当の薬剤師がそのとき

何を考えてどう行動したか，型には
まったマニュアルでもDI 情報でも
ない一人一人の薬剤師自身の生の声
をそこに聞くことができる．医師で
も看護師でもないまさに薬剤師とし
ての視点である．したがって，本書
は決して一時の流行に乗ったもので
はなく，本書を通して私たちは近未
来のチーム医療の中で薬剤師が果た
す大きな可能性を垣間見ることがで
きるのである．これは高名なレ
ビューアーでも医師でもなく，臨床
現場で日々がん患者と向き合って悪
戦苦闘している中堅から若手の薬剤
師の方々に執筆の機会が与えられた
幸運によるものであり，本書をその
ように企画され監修された濱敏弘先
生に深く敬意を表したい．
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